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際 宇 宙 ス テー ショ ン で の 長期 滞在 ミッ ショ ン を ス 
ター ト さ きせ た 古川 聡 宇 宙 飛 行 士 。 滞 在 期間 中 
に 、 科 学 か ら 医 学 の 分 野 ま で 微小 重力 を 生か し 
た 実験 を 行い ます 。 皆 さん か ら ア イデ ア を 募集 し 
た 「 宇 宙 医 学 に チャ レン ジ !」 「 宇 宙 ふ し ぎ 実 験 ] も 、]JAXA 
ホー ムペ ー ジ で 映像 と と も に 紹介 し て いく 予定 で す の で ご 期待 
くだ さい 。 巻 頭 特集 で は 、 古 川 宇 宙 飛 行 士 が 搭乗 し た 新型 ソ 
ユー ズ 宇 宙 船 や 、 ガ ガー リン 時 代 か ら 受け 継が れる 打ち 上 げ 
前 の 伝統 儀式 を レポ ー ト 。 さら に 向井 千秋 宇宙 飛行 士 の 解説 
で 、 地 上 の 暮らし か ら 火 星 探査 まで を 視野 に 入れ た 宇宙 医学 
の 最前 線 を ご 紹介 し ます 。 さて 、 小 惑星 探査 機 「 は や ぶる ] 
映画 化 の 話題 は 皆さん も ご 存 知 の こと で し ょ う 。 今 号 で は 、 的 
川 泰 宣 技 術 参与 と と も に 、 科 学 の 成果 が な ぜ 
ここ まで 人 々 の 心 を と ら え た の か を 掘り 下 
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すべ き 探 査 機 に 思い を は せな が 
ら 、 ご 覧 いた だ けれ ば 幸い で す , 
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6 月 5 日 か ら 12 日 に か け て 、 第 28 回 宇宙 技術 お よ 
び 科 学 の 国際 シン ポジ ウム (ISTS) が 沖縄 県 宜 野 湾 
市 の 沖縄 コン ベン ショ ン セ ンタ ー で 開催 され まし た 。 
会 場 と な っ た 宜 野 湾 市 は 沖縄 本 島 の や や 南 、 那 覇 か ら 
十 数 km 上 上 し た と ころ に あり 、 移 設問 題 に 揺れ る 普天 
間 飛 行 場 を 擁 し て いま す 。 

この シン ポジ ウム は 、 狭 い 専門 分 野 で な く 宇 宙 全 般 
を 広く 扱う 国際 会 議 と し て は 屈指 の 規模 を 誇り ます 。 
第 1 回 の ISTS が 開催 され た の が 1959 年 で 、 そ の 後 
お お むね 2 年 に 一 度 の ペー ス で 開催 され て きま し た 。 
前 回 は 2009 年 に 筑波 で 行わ れ 、 次 回 は 13 年 に 名 古 
屋 で 行わ れる 予定 と な っ て いま す 。 

特に 学会 参加 経験 の 浅い 若手 研究 者 に と っ て は 、 英 
語 で 自分 の 研究 内 容 を 紹介 する 貴重 な 機会 と な っ て い 
ます 。 そ れ に し て も 、 ペ ン シ ル ロケ ッ ト の 公開 試射 実 
験 に 始ま る 日 本 の 宇宙 開発 の 開始 が 1955 年 で すか ら 、 
国内 で この よう な 国際 学会 が この よう な 長期 に わた っ 
て 継続 的 に 開催 され て いる の は 素晴らし いこ と で す 。 


震 災 の 影響 な く 成 功 埋 に 開催 


研究 者 向け の シン ポジ ウム は 6 月 6 日 か ら 10 日 に 
か け て の ら 5 日 間 が 主たる 会 期 で 、10 も の 会 場 に 分 か 
れ て 150 以 上 の 分 科 会 が 開催 され 、 世 界 各地 か ら お 
よそ 1.000 名 も の 宇宙 関係 者 が 参加 し まし た 。 宇宙 工 
学 や 太陽 系 探査 、 宇 宙 医 学 な どの 広い 分 野 を 含ん で お 
り 、 参 加 者 の 中 に は 向井 千秋 、 山 崎 直 子 両 宇宙 飛行 士 
の 姿 も 見 えま し た 。 セ ッ シ ョ ン に は 宇宙 教育 関連 の も 
の も あり 、 私 た ち も 「 月 探査 情報 ステ ーション ] に つ 
いて の 発表 を 行い まし た 。 

3 月 11 日 の 東日本 大 岩 災 と 、 そ れ に 伴う 福島 第 一 
原発 の 事故 の 影響 で 、 国 内 で 開催 を 予定 し て いた 多く 
の 国際 会 議 が 中 止 さ れる な か 、 例 年 を 上 回 る 数 の 発表 
が あり 盛会 と な っ た こと は 、 日 本 の 復興 の 兆し を 国際 
的 に も 示す 貴重 な 機会 と な り ま し た 。 


1 年 前 か ら プ レイ ベン ト を 実施 


JAXA で は 、 宇 宙 に 関す る 研究 者 ・ 技 術 者 が 一 堂 に 
会 する この 機会 を 利用 し て 地域 の 学校 教育 を 活性 化す 


観測 衛星 「GCOM-W1] な どの 展示 が 行わ れ た 


JAXA の ブー ス で は 
「 は や ぶさ 」2 分 の 1 模型 の ほか 、 
今年 度 打ち 上 ば げ 予 定 の 第 一 期 水循環 変動 


べく 、 主 と し て 児童 ・ 生 徒 に 向け た 講座 を 開い て きま 
し た 。 通常 は 会 期中 に 手分け し て 会 場 の 地元 の 学校 を 
回 っ て 特別 授業 を 行う の で す が 、 今回 は 宜 野 湾 市 に と 
ど ま ら すず 沖 縄 県 の 協力 を 取り 付け る こと が で きま し た 
の で 、 希望 の あっ た 学校 を 手分け し て 回 る 「 宇 宙 一 日 
出前 授業 ] を 昨年 か ら 行 っ て きま し た 。 私 自身 も 10 
月 に 沖縄 本 島 の 4 校 、12 月 に は 宮古 島 の 3 校 を 訪問 
し まし た 。 特に 宮古 島 で は 1 日 の うち に 3 校 で 話 を す 
る と いう タイ ト な スケ ジュ ー ル と な り ま し た が 、 島 の 
子ども た ちの キラ キラ し た 睡 に 心 が 洗わ れ ま し た 。 


「 は や ぶさ 」 カ プ セ ル 展 示 や イベ ント も 開催 


会 期中 に シン ポジ ウム 会 場 に 隣接 する 展示 棟 で 並行 
し て 行わ れ た 国際 宇宙 展示 会 と 「 こ ども サイ エン ス フ 
ェ ス タ 沖 縄 ] で は 、 ち ょ うど 1 年 前 に 地球 帰還 を 果 た 
し た 「 は や ぶさ 」 カプ セル の 実物 展示 や 宇宙 関連 団体 
の ブー ス の ほか 、 子 ども 向け の 各種 の 工作 体験 や 、 科 
学 ラ イブ ショ ー、JAXA の 職員 に よる 宇宙 ミニ 講演 な 
ど が 行わ れ ま し た 。 

今回 は 「 は や ぶさ 」 の カプ セル が 会 場 に 来 た こ と も 
あっ て 、 個 別 の 学校 を 回 る の で は な く 、 平日 に 小 中 学 
校 か ら バ ス を 仕立 て て 会 場 に 来 て いた だ き 、 ス テー ジ 
で 行わ れ た ミニ 講演 な ど を 聞い て も ら う こと に な り ま 
し た 。 平日 の 5 日 間 だ け で も 25 校 か ら 総 勢 3.000 名 
近い 数 の 小 中 学 生 が 来 ま し た の で 、 展 示 会 場 は ずっ と 
賑わい が 続き まし た 。 私 も ミニ 講演 を 4 回 と 科学 ライ 
ブシ ョ ー の ゲス ト 登 壇 を こなし 、「 は や ぶさ 」 の こと や 
宇宙 の こと に つい て お 話し まし た 。 同 じ 会 場 で 工作 教 
室 な ど が 行わ れ て いて 、 風 船 を も っ て 走り 回 る 子ども 
た ち も い まし た の で 、 有 聴衆 の 集中 を 維持 する の は 大 変 
な こと で し た が 、 内 容 を 少し ずつ 修正 する こと で 対応 
し まし た 。 

メイ ン に 位置 付け られ て いた 「 は や ぶさ | カプ セル 
展示 は 、 今 回 は 会 期 が 長く 、 平 日 の 展示 が 続い た こと 
も あり 、 基 本 的 に は 待ち 時 間もなく ゆっ た り と ご 覧 い 
た だ く こ と が で きま し た が 、 そ れ で も 初日 に 行わ れ た 
山崎 直子 宇宙 飛行 士 の 講演 会 の 後 で は 、 入 口 に 長い 行 
列 が で きま し た 。 沖縄 県 内 で は この 種 の イベ ント で 
1.000 名 近い 人 が 集まる こと は 稀 だ そう で 、 宇宙 に 対 
する 関心 が 高まっ て いる こと を 感じ まし た 。 
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し を DVD で 解説 し まし た 。 若田 宇 宙 飛 行 士 は 「 努 力 


すれ ば 、 ど ん な こと で や 実 現 で きる 。 ど ん な 目標 を 持 
つか を 考え な が ら 過 ご し て ほし い 」、 野 口 宇宙 飛行 
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宇宙 で の 活動 を ビデ オ で 紹介 し な が ら 交 流 。「 私 も 古 


川 さん も 宇宙 ( 


さい | と エー ル を 送り まし た 。 ま た 6 月 11 日 、 郡山 
宙 ( 


市 の 避難 所 な ど を 訪問 し た 山崎 直子 宇宙 飛行 士 は 、 
気 に な られ ます よう 願っ て いま す | と 励ま し まし た 。 


が 、 一 日 一 日 の 積み 重ね が いつ か 、 
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国際 宇宙 ステ ーション 


gm 日 、 電 波 産業 会 に よる 第 22 回 
功績 賞 表 彰 式 に な いて 、| こう の 


と り 」 が 「HTV 近 傍 接 近 シ ステ ス 通 MC 
信 技 術 の 開発 」 に より [電波 功績 賞 0 


総務 大 臣 賞 」 を 受賞 し まし た 。 今 

の 受賞 は | こう の と り 」 に お いて 、 デ 
ー タ 中 継 衛星 を 経由 する 長 距 離 通 
信 と ラン デブ ー 制 御 の 超 近 距離 通 
信 を 行う た め の 近 傍 接 近 通 信 シ ステ 
ム を 開発 し 、 そ の 技術 が 米国 航空 
宇宙 局 (NASA) に も 採用 され る な 
ど 、 電 波 を 有効 に 利用 し た 宇宙 通信 
シス テム の 実用 化 に 大 きく 貢献 し た 
こと が 評価 きれ た も の で す 。 開発 に 
深く 携わっ た 三菱 電機 (株 ) も 共に 
受賞 し ほし た 。 
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宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 No.039 


発行 企画 倫 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 供 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 人 Better Days 
印刷 製本 倫 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 
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INFDRMIATION 戸 
低 ソ ニッ ク ブ ー ム 設計 


時 間 を 大 幅 に 短縮 し 、 経 済 的 
環境 に 優し い 次 世代 超 音速 旅 
客 機 の 開発 に な いて は 、 環 境 へ の 
影響 を 低減 する こと が 大 き な 課 題 
と な っ て いま す ,。 TAXA で は 静粛 
超 音 速 機 技術 の 研究 の 一 環 と し て 、 
ソニ ッ ク ブ ー ム (1) 低減 効 果 の 検 
証 と 、 試 験 に より 取得 し た デー タ に 
よる ソニ ッ ク ブ ー ム に 関す る 国際 的 
な 環境 基準 策 定 へ の 貢献 を 目的 と 
し て 、 2 つの フェ ー ズ か ら な る 低 ソ ニ 
ッ ク ブ ー ム 設計 概念 実証 プロ ジェ 
クト (D-SEND プ ロジ ェクト ) を 進 
め て いま す 。 4 月 19 日 か ら 5 月 16 日 
に か け 、 ス ウェ ー デ ン 宇 宙 公 社 エ ス 


は 、 宇 宙 航 空 開発 の 最前 線 


ON 
人 た め の イ ベン ト 


を 7 月 か ら 8 月 に か け て 開催 し ま 
す 。 事業 所 特別 公開 か ら 小 惑星 探査 
機 | は や ぶ き る 」 の カプ セル 展示 まで 、 
楽し みな が ら 学 べ る 多彩 な 催し に 、 
ぜひ ご 参加 くだ さい 。 


筑波 宇 由 セ ンタ ー 夏 の ダブ ル 企 画 ! 

パネ ル 展 :「 だ いち ] が 見 た 地球 の す が た 

ー 未 来 へ 広がる 「 だ いち ] の 成果 
サマ ー ラ ボ :「 子 ども 博士 の 夏休み ] 

ー 宇 宙 的 自由 研究 & 工 作 一 

筑波 宇宙 セン ター で は 、 大 人 も 子ども も 楽し め 
る 夏休み 企画 を ご 用 意 し て いま す 。 子ども た ち 
に は 、 自 由 研 究 や 工作 を IAXA ス タッ フ が 専 
門 知 識 を 駆使 し て し っ か り サ ポー ト 。 大 人 の 
方 に は 、 地 球 観 測 に 大 き な 頁 献 を 果たし た 際 
域 観 測 技術 衛星 [だ いち 」 の 成果 を 、 鮮 明 な 画 
像 と と も に ご 紹介 し ます 。 イベ ント 開催 場所 で 
ある 「 プラネ ッ ト キ ュー ブ ]| の 隣 に は 、 人 工 衛星 
の 実物 大 型 模型 や 体験 コー ナー が ある 展示 
館 | スペ ー ス ドー ム | も あり ます の で 、 併 せ て ご 
覧 くだ さい 。 


旧 に = 電 | 必 

谷 ン 合 込 国 た 発行 月 行 
芳江 際 め 利 事 150 
文言 刻 二 の 用 黄 日 周 
教 二 C 頒 生 の ぶ に 年 
授 ん 採り 力 軸 成 れ 6 に 
が て 択 必 の 義 果 p も 
小 発 や こ 当 
琴 は さり 重利 こ ゎ れ り た 
時 」 を 8 件 用 持 ま S 3 
探 A ( 周 な の 続 で 50 こ 
査 X と 年 ど 必 的 の 周 と 
機 A で 記 を 有 要 発 宇 年 か 


念 実証 プロ ジェ クト 


第 1 フェ ー ズ 試験 D-SEND 机 実施 


レン ジ 実 験 場 に な いて 、 ソ ニッ ク ブ 
ー ム を 計測 する 第 1 フェ ー ズ 試験 
[D-SEND#1] を 実施 し まし た 。 
2 種類 の 軸 対 称 形状 CX2) の 供 試体 
を 気球 か ら 6 落下 させ 、 超 音速 で 発 
生 す る ソニ ッ ク ブ ー ム を 空中 と 地上 
で 計測 。 低 ブ ー ム 軸 対 称 形状 に よ 
る ソニ ッ ク ブ ー ム を 半減 る せる 技術 
実証 に 成功 し まし た 。2013 年 に は 
2 回 目 の 試験 「[D-SEND#2] を 予 
定 し て お り 、 今 後 と る 静粛 超 音 速 機 
技術 の 研究 に 貢献 し て いき ます 。 

※1 航空 機 が 超 音 速 で 飛行 する 際 に 
発生 する 爆音 の こと 

※2 円 凶 形 や 円 筒 形 に 代表 され る 形状 


50 は 題 の る C 本 半 
周 常 の 平 研 O 委 平 
年 設 検 和 究 P 人 首 和 リ 
VM0221 
当 員 ミ ェ 、 ゝ 
た 会 を の や S が 委 ゥ ウ ら 6 
る と 行 た 情 は 開 員 イ 10 
と し っ め 報 評 催 会 | 日 
2 人 6 
時 い : * 黄 
に 初 ま 策 〇 造れ ら 国 間 
会 すま 動 ま 古 較 中 
有 合 村上 に し 。 年 
人 か 今 律 補 関 た く 宙 オ 
宇 ら 6 年 間 間 すこ と 空 1 


信 開 催 場所 : 筑波 宇宙 セン ター [プラネット キューブ] 
人 @ 開 催 期間 : 7 月 21 日 ( 木 )~31 日 (日 ) 
相模 原 キ ャ ン パ ス 特 別 公開 
普段 は 見 る こと の で き な い 施設 の 公開 や 、 最 新 
の 研究 内 容 を わか りや すく 紹介 し ます 。 衛星 や 
ロケ ッ ト の 模型 展示 、 水 ロケ ッ ト 大 会 な いい ろ い 
ろ な イベ ント を ご 用 意 し て お 待ち し て いま す 。 

@ 開 催 場所 : 相 模 原 キャ ン パ ス 

人 開催 期間 : 7 月 29 日 ( 金 ) 一 30 日 ( 土 ) 
勝浦 宇宙 通信 所 施設 一 般 公開 
宇宙 服 試着 体験 な 楽し い イ ベン ト を ご 用 意 し 
て いま す ( 計 画 停電 等 の 都合 に より 内 容 が 変更 
に な る 場合 が ご ざい ます ) 。 

@ 開 催 場所 : 勝 浦 宇宙 通信 所 

信 開 催 期間 :8 月 20 日 ( 土 ) 

小惑星 探査 機 「 は や ぶさ 」 カ プ セ ル 展 示 
7 年 の 歳 月 を 経て 地球 に 帰 遇 し た 「 は や ぶる ] 
の カプ セル 実機 を 展示 。 

人 @ 東 金 文化 会 館 (千葉 県 東金 市 ) 

7 月 15 日 ( 金 ) 一 18 日 (月 ) 

@ わ くわ く グ ラン ディ 科学 ラン ド ( 栃 木 県 宇都 宮 市 ) 
7 月 21 日 ( 木 ) 一 25 日 (月 ) 

@⑱ ゆ め た ろう プラ ザ ( 愛 知 県 知多 郡 武 豊 町 ) 
8 月 4 日 ( 木 )~7 日 (日 ) 

候 佐 久 市 子ども 未来 館 ( 長 野 県 佐久 市 ) 

8 月 19 日 ( 金 )~22( 月 ) 


だ いち ,」 が 初め て と ら え た 富士山 


5 月 12 日 、 陸 域 観測 技術 衛星 | だ いち 」 の 運用 が 終了 し まし た 。 「 だ いち 」 デ ー タ が 利用 され 、 ま た 、 ブ ラジ ル の 森林 伐採 監視 な ど 、 地 
「 だ いち 」 は 、2006 年 1 月 24 日 に 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー か ら 打 ち 上 球 環境 分 野 で も 貢献 し て きま し た 。 これ まで の 運用 に あたり 、 ご 協 
げ ら れ 、 設 計 寿 命 3 年 、 目 標 寿 命 5 年 を 超え て の 運用 を 通じ 、 地 球 _ 力 を いた だ いた 関係 各 機関 及び 各位 に 深く 感謝 いた し ます 。 
観測 に 関し 多く の 成果 を あげ て きま し た 。 災害 観測 に お いて は 年 「 だ いち 」 が 観測 し た 美しい 地球 の 姿 は 、「 だ いち 写真 ギャ ラリ ー] 
間 約 100 件 の 大 規模 災害 を 撮像 し 、 国 内 外 へ 情報 提供 。 東日本 大 で ご 覧 いた だ け ま す 。 日 本 の 景観 か ら 世界 遺産 まで 、 さ ま ざ ま な テ 
岩 災 で は 400 シ ー ン の 撮像 を 行い 、 政 府 の 情報 集 収 に 貢献 し まし ー マ で お 楽し みく だ さい 。 

た 。 その 他 、 国 土地 理 院 で の 2 万 5 千 分 の 1 地形 図 の 作成 ・ 更 新 に http://www.sapc.jaxa.jp/gallery/ 


ゃ に コ に コ 
心 に 残る この 一 枚 
冨岡 健治 JAXA 技 術 参与 ( 元 ALOS プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ ) 
この 画像 は 打ち 上 げ 後 約 3 週間 目 の 2006 年 2 月 14 日 に 取得 き 
れ た 、|「 だ いち 」 の パン クロ マチ ッ ク 立 体 祝 モ センサ (PRISM) の 軌 
道上 初期 チェ ッ ク ア ウト デー タ ( 初 画像 ) で す 。「 だ いち 」 の 機能 
性 能 (衛星 の 時 刻 、 位 置 、 姿 勢 、 セ ン サ の 地球 指向 軸 、 光 学 特性 、 高 
速 デ ゲー タ の オン ボー ド 処 理 ・ 伝 送 ) が すべ て 集約 され た 画像 と い 
えま す 。 何より も 、 開 発 ス タッ フ の 熱意 が 通じ た の か 雲 ひ と つ な 
い 天 候 に 恵まれ 、 甲 府 息 地 一 富士 山頂 まで 一 望 で きる 高 精細 で 
美しい 、 開 発 時 の 苦労 が 吹き 飛ん だ 感動 的 な 1 枚 で す 。 残念 な が ンーーーーーーーー ニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーーーーー ヽ 、 
だ いち | は 震 災 関連 観測 直後 の に 異常 IJAXASs| 配 送 サ ービス を 開始 し まし た 。 ご 自宅 や 
JA NOUMRNZYR ei 隊 場 な と 、 ご 指定 の 場所 へ JAXAS を 配送 し ます 
で 運用 を 終了 し ま し た 。 少 し 間 が 空 き ま す が 、 引 き 続 輝 き 国土 管 理 、 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 実費 を ご 負 
災害 対策 等 を 目的 と し た 第 分 に な る 「ALOS-2」、「ALOS-3」 に 担い た だ く こ と に な り ま す 。 詳し く は 下記 ウェ ブサ イ 
ミッ ショ ン を 引き 継ぐ 子 定 で す 。 ト を ご 覧 くだ きい 。 
http:/Wwww.jaxaS.jD/ 
お 問い 合わ せ 先 
財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 広報 調査 事業 部 
IJAXAs] 配 送 サ ービス 窓口 
| TEL:03-5200-1301 


eowas] 選 


ー ニ ーーーーーーー ニ ーーーー ニ ーー ニーー ニ ーーー、 
や ーーーーーー ニ ーーーーーーーー ニ ーーーー ニ ーー 
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